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1. はじめに 

 現代の情報社会では、豊富な情報によって生

活が快適で便利になっている。しかしその一方

で、便利の追及によって見過ごされてきた益が

ある。この益は効率重視の風潮によって些細な

ファクターとみなされてきたが、最近「不便益

（benefit of inconvenience）」[1]として注目されて

きている。多少不便なシステム（道具）を使用

するほうが楽しさや達成感などの益を得られる

ことがあるのである。本研究では、この不便益

の視点から観光支援ナビゲーションシステム

（観光ナビ）を見直す。 
 現在インターネットや携帯電話によって提供

されている観光ナビの多くはカーナビゲーショ

ンシステムと同じアルゴリズムを用いて、観光

客がいかに効率良く観光地を周ることができる

かをスケジューリングするものが多い。いわゆ

る「弾丸ツアー」では、限界まで詰め込んだ予

定を実現することだけに注力される。目的地ま

での移動は無駄な時間と認識され、移動中の周

囲環境に対する注意は最低限に抑制されている。

しかし、最近では散策観光のようにゆっくりと

街歩きを楽しむ観光を好む人も多い。観光とは

その字の如く、「光」を「観」るものであり、

地域の自然や気候風土に触れ、地域の人々に触

れ合うものである。この点で、最近の観光支援

に関する研究では、その土地の光を探す手助け

を行うものは少ない。 
 本研究では、時間を消費する従来の観光では

なく、散策型観光を支援し、新しい観光産業の

創造を目指す。具体的には、不便益の考えを取

り入れ、あえて目的地までのルートを表示させ

ず、逆に提供する情報を制限することで周囲環

境との相互作用を促す観光ナビを提案する。迷

うかもしれないということで周囲との相互作用

が促進され、その地域に触れる機会を作り出し、

偶然との出会いを楽しんでもらうという狙いが

ある。 

2. 研究動向 
2.1. 先行研究 
 本研究の前段階として、「観光客の周囲の地

図をあえて消す観光ナビ」[2]を開発した。この観

光ナビでは偶発的な出会いをシステムが誘発す

るために、あえて現在位置の半径 100m 範囲の地

図を消し、観光客を道に迷わせるように仕組む

ことによって周囲との相互作用を喚起し、偶然

の出会いの誘発を目指した。このシステムを用

いて協力者による実験を京都にて行った結果、

地図を消すことでユーザを不安にさせる効果が

あり、周辺を主体的に探索するとともに、その

ような経験がよい思い出になったことが分かっ

た。これは、システムによって生み出される不

安な状況がゲーム的な感覚を生み出し、新たな

出会いや発見の機会を生み出して、その偶発性

を面白いと感じたのだと考えられる。 
2.2. 不便益 
 不便益には、スキルトロニクス（skill-tronics）
[3]という考えがある。これは電気通信大学の西野

が提案する設計モデルで、人間にも一定の負担

を与え、現状よりやや高いが獲得可能なスキル

を仮定・要求する方針で人工物を設計するもの

である。すべてを機械化するのではなく、人が

少しだけ頑張り、それを機械が手助けすること

によって益を見出す。これは本研究で追及する

新しい観光ナビの考え方と類似しており、本シ

ステムを構想する際に参考とした。 
 

3. 提案手法 
3.1. アプローチ 
 本研究では、散策観光を支援対象とし、観光

における時間というコストを最適化・最短化す

るのではなく、そのときどきの状況に応じて、

臨機応変に計画を変更しつつ、ゆっくりと自由

に観光することを支援する。前段階の研究の反

省点と 2.2 で述べたスキルトロニクスの考えを踏

まえ、新しい観光ナビを提案する。ここで重要

なことは、偶然の出会いや新しい発見を促進す

ることである。これまでの観光ナビのように事

前に厳密なスケジューリングを行うことは時間

に縛られることになり、システムに誘導された

受け身の観光になりがちである。目的地に早く
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到達することが重要なのではなく、そのプロセ

スを楽しめるように支援する。従来の観光ナビ

と違い、遊び心を持った観光ナビを目指す。 
3.2. 新しい観光ナビ 
①完全な地図情報は与えない。 
 出発地、目的地、目印となるランドマーク以

外は、ルートを示すような道や街区などの情報

をすべて隠蔽した観光ナビとする。道は目の前

に存在するのだから、道を全く表示しなくても、

手掛かりとなる目印があれば移動できるはずで

ある。我々のこれまでの実験から、目的地まで

のルート情報がなくても、目的地の方向がわか

れば到達できることが確認されている[4]。 
②常に現在地を観光ナビ上に表示しない。 
 GPS から取得する現在位置には若干の誤差が

あり、ランドマークと現在地との位置関係を誤

って認識する場合もある。むしろ、到達できた

ランドマークの位置に自分がいることを確認し、

ランドマークを出発地から順番に辿ることによ

って、現在位置情報の代わりとすることを考え

る。ランマークを探すときの手掛かりとして、

ランドマークの写真を提示する。 
③ランドマークと写真を使ってナビを行う。 
 昨年度、我々は写真だけを用いた観光ナビを

構築した[5]。オリエンテーリングの発想から、ル

ート上に存在するいくつかのスポットの写真を、

ランドマークとして提供する。ユーザは街中を

歩きながら、それらを発見し、次々とランドマ

ークに到達することで、最終的に目的地に到達

できる。実験協力者による実験の結果、ランド

マークの写真を参照できるようにすることで、

写真とユーザの目の前の景色とをマッチングさ

せるという行動を誘発できることが確認された。

現在地を探すという行動が、ユーザの目線を上

にあげ、周囲を見渡すようになり、新たな発見

や偶然の出会いが生まれた。 
 

4. システム概要 
 地図には、記述されていることによって、移

動という目的にとっては地図を見にくくしてし

まっている情報がある。そこで、3 章のような考

え方に基づいて、ほとんどの地図情報を消して

しまい、目的地と現在位置、限られたランドマ

ークだけを表示する。現在位置は GPS からリア

ルタイムに取得し、迷ってしまって移動が困難

になった場合に限って画面上に表示する。カメ

ラ機能を持っており、偶然との出会いや新たな

発見を観光の思い出として残すことができる。

写真情報には GPS 情報が付加されており、観光

後には地図上で写真を観光の軌跡として見せる

ことで、思い出支援にも活用する。地図をほと

んど見せない、つまり見えない地図を使用する

ことにより、目的地までの道を受動的にたどる

（消費する）のではなく、主体的・積極的に楽

しむものとして支援することができると考える。

道に迷う可能性によって周囲環境との相互作用

が促進され、ルート案内を行う観光とは違う楽

しさが見つかるものと期待される。 
 本研究では、ランドマークと出発地、目的地

だけを表示する「ランドマークだけの地図」

（図 1）を用いた案内を試みる。この図のランド

マークには写真情報を付加しており、この写真

に写った風景をヒントに移動を行う。 
 

 
図 1 ランドマークだけの地図 

5. 今後の課題 
 今後はシステムを用いて、被験者による評価

実験を行い、システムの有効性を示すとともに、

システムの問題点を改善していきたい。 
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